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弁護士・元保護観察官　村山　直  編著

再犯防止・
社会復帰支援
の実務

● 「再犯防止」のテーマから他機関連携を目指す唯一の実務書。
● 第二次再犯防止推進計画（令和 5年）においても重要課題とされた就労・住居支援や高齢・
　 障害のある人への支援や各種処遇プログラム、また、民間協力者の活動内容等を詳解。
● 他機関・他職種の役割を読み解くことで、情状弁護や付添人活動の新たな視点を提供する。
● 懲役・禁固刑から拘禁刑へ――多様な処遇から社会復帰をサポートする一冊。
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刑事裁判・少年審判から「その後」の社会復帰支援までの流れを示す
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刑事訴訟・少年審判から
矯正・更生保護まで

実務を「点」ではなく「線」でとらえる。
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